薬剤部カリキュラム
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チーム医療の一員として，薬学的専門知識を生かし，調剤，服薬指導，安全管理、適性使用、適正使用情報提供が出来る。
　調剤業務

（1） 薬袋印字機によってオーダーされた処方箋と、薬袋がセットになって出てきた処方箋と薬袋が患者ごとに正しくセットされているか正確に確認ができる。（知・技）
　　（２）処方箋に散薬が処方されているときは、散薬を正確に秤量、混和し、分包できる。（技）         　　

　　（３）処方箋に基づいてヒートシールの薬剤を、正確に必要な数量収集できる。（知・技）
　　（４）処方箋に基づいて水薬、軟膏、湿布薬、点眼薬、点鼻・点耳薬、吸入薬、坐薬、
　　　　　含嗽薬、注射薬等の外用薬を正確に調剤できる。（知・技）
　　（５）調剤された薬が処方箋通り出来ているか確実に監査できる。（知・技）
　　（６）常に薬剤師の立場で医師の処方箋をチェックし、疑問があれば必ず確認ができる。（知・技）

　　（７）調剤済みの薬を患者の提示した薬の引換券と引き換えに、患者に口頭で氏名を確認し間違えなく調剤薬を交付できる。（知・技・態）
　　（８）麻薬・向精神薬の払い出しと受け払いなどの記録をコンピューターに入力による帳簿処理ができる。（知・技）

　　（９）麻薬施用票の記載と、空アンプル、施用残液が正しいか確実に確認できる。（知・技）

　　（10）調剤済麻薬廃棄届け、麻薬の事故届けなどの処理をルールにそって速やかにできる。

　　　　（知・技）

　　
　注射業務

　　（11）クリーンルームで、中心静脈注射用高カロリー輸液（ＩＶＨ）を無菌的に正確に混合調製できる。　（知・技）
　　（12）安全キャビネットで化学療法剤のミキシングを無菌ならびに被爆しないように正確に混合調製ができる。（知・技）

　　（13）個々の患者の注射処方せんにより、注射剤のセット（取り揃え）が正確にできる。（知・技）

　　（14）レジメンから抗癌剤の投与量を計算し投与量が正しいか正確にチェックができる。（知・技）

　　（15）注射剤の配合変化について基本的事項が理解できる。（知・技）

　製剤業務

　　（16）製剤を作る場合、使用する医薬品の性状、組成、作用などについて理解している。（知・技）

　　（17）異物による汚染を避け、十分な注意の下で操作ができる。（知・技）

　　（18）調製に使用する薬品の物理化学的性質や薬理作用など十分に理解している。（知・技）

　　（19）調製の手順や使用する機器などの性能をよく理解している。（知・技）

　　（20）製剤器具の取扱いにはよく注意を払うことができる。（知・技）

　　（21）製品の品質管理ができる。（知・技）

　　（22）無菌製剤の調製の手順と注意事項を理解できる。（知・技）

 治験業務
　　（23）ＧＣＰを理解している。（知・技）

　　（24）治験薬払い出しと記録管理を正確にできる。（知・技）

　服薬指導業務

　　（25）入院中の患者に直接お薬の効果、使い方、注意点等の説明ができる。（知・態）

　　（26）患者の質問に答えしたりする事ができる。（知・技・態）
　　（27）患者との会話の内容や、処方箋の内容を記録した記録簿の作成ができる。（知・技）

　　（28）医師や看護師などが気づかないカルテとは違う患者の情報が網羅できる。（知・技）

　　（29）患者に渡す情報提供用紙が作成できる。（知・技）

　　DI（Ｄrug Information）業務
　　（30）厚生労働省や製薬メーカーなどから医薬品に関して新しい情報が発表された場合、迅速に関係各部所に連絡ができる。（知・技・態） 

　　（31）病院として医薬品の情報を一括管理することができる。（知・技）

　　（32）医師や看護師等からの問い合わせに的確に対応できる。（知・技・態） 

　　（33）必要があるときは製薬メーカーに問合せも行うことができる。 （知・技・態） 

　　（34）医薬品情報を適確に伝えるために印刷物【ＤＩニュース】を作成し発行ができる。（知・技）  

　　（35）厚生労働省から発表される【緊急安全性情報】などの緊急性の高い情報はその都度、臨時ＤＩニュースとして作成し発行することができる。（知・技）  

　　（36）ＤＩ担当者は薬事委員会で必要となる医薬品の情報や、同じような効果のある薬の違う点・すでに採用されている医薬品に関して使用量などのデータを収集することができる。（知・技）

　　（37）薬事審議委員会に参加して意見交換ができる。（知・技・態）
　　（38）インターネットでいろいろな情報をリアルタイムで入手できる。（知・技） 

　　（39）ＤＩ業務では患者の医薬品に関する治療の手助けとなる情報を医師や看護師に正確にかつすばやく伝えることができる。（知・技・態）
　　薬品管理業務

　　（40）薬品に関して必要量、管理方法、期限などをチェックし、過不足の無いよう円滑に各部署への供給を行うことができる。（知・技） 

　　　
　　血中薬物濃度の測定とモニタリング[TDM]

　　（41）患者の血液中の薬物濃度を測定し、医師に対して、適正な投与量、投与間隔などの提案ができる。（知・技・態） 　 
